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ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
係
る
駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
日
本
国
特
命
全
権
大
使
の
発
言
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
三
月
六
日
付
産
経
新
聞
に
、
「
『
露
は
世
界
の
安
保
秩
序
揺
る
が
す
』
」
と
の
見
出
し
で
、
坂
田
東
一
駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ

日
本
国
特
命
全
権
大
使
の
発
言
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
記
事
（
以
下
、
「
産
経
記
事
」
と
す
る
。
）
と
「
前
回
答
弁
書
」

（
内
閣
衆
質
一
八
六
第
七
三
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
一
般
に
、
我
が
国
の
特
命
全
権
大
使
が
、
政
府
、
外
務
省
の
公
式
見
解
と
反
す
る
内
容
の
発
言
を

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
政
府
を
代
表
し
て
行
う
発
言
が
日
本
政
府
の
見
解

に
反
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
特
命
全
権
大
使
が
、
政
府
の
見
解
に
反
し
た
発

言
を
し
、
処
分
を
受
け
た
事
例
は
過
去
に
あ
る
か
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
政
府
は
、
坂
田
大
使
の
発
言
は
基
本
的
に
政
府
の
公
式
見
解
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
問
題
視
し
な

い
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
「
産
経
記
事
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
坂
田
大
使
の
発
言
は
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
「
世
界
の
安

保
秩
序
を
脅
か
し
て
い
る
」
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
は
「
汚
職
ま
み
れ
」
と
の
表
現
を
用
い
る
等
、
政
府
の
公
式
見
解
に

沿
っ
た
言
動
が
求
め
ら
れ
る
特
命
全
権
大
使
の
発
言
と
し
て
は
い
さ
さ
か
表
現
が
妥
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

一



三

前
回
質
問
主
意
書
で
も
触
れ
た
が
、
ヤ
ヌ
コ
ビ
ッ
チ
政
権
の
後
を
受
け
継
い
だ
現
政
権
は
、
ア
ン
チ
・
セ
ミ
テ
ィ
ズ
ム

（
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
）
、
更
に
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
協
力
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
国
粋
主
義
、
バ
ン
デ
ラ
主
義
の
信
奉
者
ら
が

暴
力
に
よ
り
政
権
を
奪
っ
た
結
果
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
は
危
険
な
民
族
排
外
主
義
的
傾
向

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
右
に
つ
き
政
府
の
見
解
如
何
。
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
、
再
度
質
問
す
る
。

四

本
年
三
月
十
六
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
自
治
共
和
国
に
お
い
て
住
民
投
票
が
な
さ
れ
た
結
果
、
九
割
を
超
え
る
圧

倒
的
多
数
の
住
民
が
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
を
望
む
民
意
を
示
し
た
。
右
を
受
け
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
同
月
十
八

日
、
同
共
和
国
と
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
市
を
自
国
に
編
入
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
改
め
て
示
さ
れ

た
い
。

五

ロ
シ
ア
を
Ｇ
�
か
ら
離
脱
さ
せ
る
べ
き
と
す
る
意
見
が
、
先
の
Ｇ
�
首
脳
会
議
で
出
て
い
る
が
隣
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
、
日

露
関
係
を
考
え
る
時
、
欧
米
と
同
じ
価
値
観
で
は
な
く
日
本
独
自
の
外
交
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め

る
。

六

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
千
五
百
億
の
支
援
を
表
明
し
て
い
る
が
、
三
で
ふ
れ
た
様
に
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
安
定

二



と
発
展
に
資
す
る
か
ど
う
か
不
透
明
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
民
の
税
金
を
使
う
判
断
は
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


